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「そのままでいいよ!そのままこども食堂からのご報告」

いつも皆様には、はく
ヾ
はく

゛
のご支援を賜りま      人とのコミュニケーションが苦手だからとAIロ ボットを恋

してありがとうございます。温かいお声かけ 人と見立てて一緒に暮らす若者も出てきたとか…。

これでは少子化を食い止めるのはなかなか困難やお志にスタッフー同心より感謝いたし

ております。

先日、最新の統計が発表され、日本

の出生率が、2005年 に並んで過去最

低だった昨年よりさらに減少したことが

わかりました。出生率の減少に歯止めが

かかりません。実際に周りの若者連からも

「将来が不安だから、子どもをつくる気になれな

い」との声が聞こえてきます。顕著なAIの発展により、

ままこども食堂/はぐはぐ学習支援

かもしれませんが、政府が示した「次元の異な

る少子化対策」に希望を持ちたいと思いま筑

そのような社会環境の中、私たちは、この

半年も変わらず子育て支援の現場で、困難を

抱える親ごさんやお子さんたちを見守り、時に

じつくり話をお聞きし、時にはお節介を発動しなが

ら不安な気持ちに寄添ってきました。この会報を通し

て、ここにご報告させていただきます。

げ

Vol.21

「そのまま子ども食堂」「はぐはく
ヾ
学習支援」の近況で現

ヨロナ禍で始まったこども食堂ですが、コロナが 5類に

なったことからマスクを外しても良いことにしました。食堂の

テーブルのアクリル板も外し、毎回、ボランティアさんが手

作りしてくれる美味しい料理をみんなでワイヮイ食べられる

ようになりました。

困難な状況のご家庭を対象にしている事業ですが、子ど

もたちは、実に子どもらしく、泣いたり笑ったり喧嘩したり

と、どの子も伸び伸び過ごしています。信じられないことに、

勉強が音手な子どもが、もうやめようと言われるまで集中し

て勉強していることもあります。小さな子どもたちも勉強し

始め、勉強スペースが足りなくなることもあります。とはい

え、最後はお決まりの大騒ぎの鬼ごつこやかくれんばで盛り

上がり、その後お待ちかねのデザートを食べ、どの子も満

足顔で「また来るね―」と言つて帰っていきま丸

日時:第 2、 第4金曜日(支援家庭優先)17時～20時30分
料金:大人300円、子ども無料 *支援家庭は大人も無料
場所:ランプアコティ

また、ある事情で大学にいかないと言っていた中学生が、

大学生ポランティアに刺激を受けたのか、熱心に勉強する

ようになり、成績が大幅に上がりました。志望校のランクを

上げると意欲を見せています。プレッシャーをかけないよ

う、みんなで彼女のチャレンジを応援して見守っていきたい

と思います。他にも気力が無くなり不登校になった男の子

が、イキイキと遊んだり勉強するようになったり、毎回、小

さな物語がぽこぽこ生みだされていま丸
「そのまま子ども食堂」では、「子どもをありのまま受けと

めてあげよう」を合い言葉に、スタッフみんなで、来て下さ

る親子が安心して過ごせるよ)いがけていまiは く
い
はく

゛
は、

これまでもいろいろな場面で、子どもや親ごさんの支援をし

て参りました。この子ども食堂を通して、いつも曇らない目

で子どもたちをじっくり観て、じつくり寄添っていきたいと思

います。

国時:第2,第4金曜日(支援家庭優先)17時～20時30分
対象:小学生、中学生

料金:無料  場所 :ランプアヨティ

そのままこども食堂

五tんまよ

=立
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はぐはぐ学習支援



I
困 窮 する子 育 て 家 庭 へ の 食 料 支 援  ～親子に寄り添う訪問型支援～ 《金沢市助成事業》

_違瞥gttgttζ言ぃ
月1～ 2回程度、困窮家庭へ食料を携えて訪間する見守り支

援をしています。食料の提供を通して親子に寄り添い、社会か

らの孤立を防く
｀
ことを目的としています。スタッフが定期的に食

料を届けることで、丁寧に時間をかけながら親ごさんとの信頼

関係を築くことができ、困り事などの相談をしてくれる

ようになります。依頼のあつた機関にはスタッフから

定期的に現状を報告し、何かの事案がある際は速や

かに連絡していま丸 現在、金沢市児童家庭相談室

や児童相談所、社会福祉協議会、またその他関係機

関からも紹介や依頼を受けて訪関支援をしていま丸

物価の上昇が止まらず、電気代も大幅に上がるこ

とから、貧国家庭の状況は今まで以上に大変厳しく

なっていま丸 子どものために自分の食事の回数を

減らす親御さんもいま丸 非正規労働者が多いためか、賃金は

あまり変わっていないので生活は以前以上に厳しく、また病気

でまだ仕事ができない状況の親ごさんもいらっしゃるので、私

たちも心して支援をしなくてはと思っていま丸 先ずは生活を安

定させることが一番大切で丸 生活状況次第では、子

どもが不安定になり問題行動を起こしたり、将来をあ

きらめ無気力になってしまうケースもありま丸 親ごさ

んの自立支援、お子さんの見等りを関係機関と連携し

て続けていきたいと思いま丸

この事業は、皆様から贈られるお米などの食料品、

日用品、またご寄付などが大きな支えになっておりま

丸 今後もさらなるご協力をいただきますと大変助か

ります。どうぞ宜しくお願いいたしま丸

●訪問回数 423回 /年 0支援延べ児童数 739人 /年 (いずれも令和4年度実績)

型子ども宅食モデル事業

令和4年度愛より、金沢市が主体し、社会和ti祉協議会が逝ド?する「拠点型子ども宅食モデル可f業」が始まり、これまでに5111実施

していま丸 金沢の特徴である地域コミュニティカを活かし、市内を概ね8ブロックに分け、それぞれに拠点を開設し、社会福祉団体

と述携し地域から子どもの生活を支援する取り剤tみで丸 食料提供を通して、支援が九!|き にくい家庭を必興な支援につなげる仕和tみ

の構築を目指しており、はく
゛
はく

゛
もスタッフとじて協力していま現 対象は児童扶養手当を受給している世帯で捌点(公民館など)に

食料を取りにきてもらう際にスタソフから,IIかけをし、地域での)と守り体常げや必要な支援に紫げていま丸 特に厳しい困窮家庭は、
はく

゛
はぐの「訪関型見守り支援」にも繁がっていきま丸

。再就職支援セ ナー 《石ナ|1県委託事業》

このセミナーは、仕事と育児の両立のコツと家庭や職場でのコ

ミュニケーションの取り方を学び不安を解消し、スムーズな職場

復帰・再就職につなげることを目的として開催していま丸オンライ

ン会議Zoomシステムを使用し、春コースは3回シリーズで実施

しました(令和5年 2/8、 2/15、 2/22)。

2回目で行うパネルディスカッションは毎回好評ふ パネ

リストの皆さんの肩肘はらないお話が参加者の皆さんの

共感を呼び、熱心に耳を傾けている姿が印象的でした。

参加者は、コロナ禍で孤独な出睦や育児を経験したママも多いの

ですが、このセミナーを通して、復帰に向けた不安な気持ちに少し

寄添うことができたのではと思いま
｀
先 また子どもを預ける手段や

場所、病児保育などの働く母親に必要な育児情報が意外と知ら

れていませんでした。それはヨロナ禍で母親同土が交

流する機会に恵まれなかったことも一因のようで丸 参

加者の一人からは「このセミナーの資料をバイブサレにこ

れから行動したい」と嬉しい言葉もいただきました。

I翌
ぢヾからアップセミナー「これからパパになる、パパをたのしむために」 《石ナ|1県委託事業》

パパたちに父親の心構えや育体制度、また産前産後の女性

の心や身体の変化や、新生児の育児、またママとのコミュニケー

ションなどを学んでもらい、夫婦で共に子育てを楽しんでいただ

くための「パパぢからアップセミナー」を令和4年度から開推して

います。はく'は く
｀
スタッフの助産師、社会福祉労務士、子育て

支援の3名 の専門家がプレパパ、パパを対象にお話していま丸

今年度第3回 (2/25実施 )は、オンラインのみのセミナーでし

た。寒い日でしたが、|夕 1宅から気怪に参加できるので予想以上

に多 くの参加がありました。今回はグループでの質疑応答に

なってもほとんどの参加者がビデオオフで、i講 師側から41111別 に

聞いかけないと質問もあまり出ませんでしたが、アンケート1こ は

「大変参考になった」という意 )とが大半で、うi`足 していただけた

ようでほっとしました。

3Ⅲ lを通して特に感じたことは、プレパパも新米パパも、ママを

サポートしたい気持ちに溢れていたことで丸 参力B者の多くが育

休取糾を予定、また取得したいと考えており、時代は碓失に変

わつてきていることを感じました。しかし実際には、男性の育体

取件に対して利!解が不十分な職場もまだ多いよ

うで現 早急に企業側の理解が進んでいくこと

を切共に順っていま或

ママたちから促され、渋々セミナーに参加

されたパパもいたかもしれませんが、セミナー

の内容が思っていた以上にためになつている

ことが、アンケートの卜叫答わ工らもFJえ ました。



0回】 は ぐ は ぐ 子 育 て 塾 《金沢市委託事業》令和 5年 1月 19日 (木)10:30～ 12:00 場所 :い しかわ子ども交流センター

「お母 さんの人 生 を豊 か にするマイカップ運 動 」～お母さんの心の充電を増やすことの大切さ～ ■参方日入数親子6組 12名

多賀 千之さん (」 児ヽ科医)

小児科医としてたくさんの家族を見てきた多賀先生から、お母さん自身のためだけに時間を
旋うことの大切さをお話しいただきました。
「ママが自分の時間を自分のために使うことが、家族へのギフトになります 1」 などの多賀先

生の言葉にお母さんたちはもちろんのこと、スタッフからの頷きが多かつたこと|こ先生は驚かれ
ていました。「パパにはありがとうをいっぱい言いましょう。言葉はただですよ(笑 )」 のお父さん

操縦術を伝授いただき、皆さんお生産を打歯]に笑顔で帰っていかれました。

1回】 は ぐ は ぐ 子 育 て 塾 《金沢市委託事業》 令和 5年 3月 19日 (B)10:30～ 1200場所:いしかわ子ども交流センター

「子どもの自己肯定感」 どもの自己肯定感に必要な愛着形成の大切さ～ ■参加人数親子12組 36名

゛

原 田 克 巳さん (金沢大学人間社会学域学校教育系 准教授心理学者,ス クールカウンセラー)

日曜日でもあり、家族全員で参加する方、子どもを預けてお一人で参加する方、たくさんの方

に参加いただき、テーマヘの関心の高さが窺えました。原田先生からは資料に基づき、学術的

なことをわかりやすく優しく話していただきました。先生から「私も子育てに失敗したなあと思

うことはあります」という言葉が出た時には、子育てに悩むのは自分だけではないとお母さん方

は安心した様子でした。良い雰囲気作りのキーワード、「安心感、安全感、安定感」を心に刻み

日々 の子育てを楽しんでほしいと思いま魂

はくCefe
(金・沢市長it事 業)

レポート ママたちはどうしているのかしらとスタンフはいつも心を寄せています。

今期 は、2022年 12

月、2023年 2月・4月 ,6

月に「はぐカフェ」を開

催しました。

: 冬場はいしかわ子
;ども交流センター、春

からはKOtiにての「はぐ

カフェ」。

集まった子育て中のお母さ

んや子育てのちょっと先輩なスタッフとお喋りする中で、子育ての

十月
二
報交換をしたり悩みを共有する中で、′癒やされたり自分の子育

てへのヒントを得られるのが「はぐカフェ」です。

沢ペアレンティング研究会

先日の「はぐカフェ」では、兄弟間 |

のトラブルに悩むママさんが、同年

代のお子さんを持つお母さんや先

輩ママさんやスタッフと話 し、「悩ん

でるのは自分だけじゃないんだ」と安

心できたようで現 そのママさんは転勤

族で近くに実家がなく、「このKoJの雰囲気

だけで、実家に帰った気持ちになって癒やされました」と帰り際に

話されていたのが印象的でした。
コロナで、ここ3年 くらいは飲食無しでしたが、これからは温か

い飲み物や季節の手作りの飲み物や食べ物でママたちをお迎え

する「はぐカフェ」でありたいな、と思ってます。

と

H

昨年度開催したMOP(オーダーメイド・ペアレンティング)

初級トレーナー研修および中級トレーナー研修を修了され

た方を中心に継続研修会が実施されていま現 参加者のみ

なさんは積極的に日頃の子育て支援の実践の中で疑間に

思ったことや困難さを感じていることについて参加者同士で

スーパーバイズし相互に専門性を高め合つていま丸

7月 からは第二回継続研修会が開催される予定であり、

すでに参加申し込みが行われていま丸

オーダーメイド・ペアレンティング研修会 今後の予定

MOP初級トレーナー養成研修 9/9(土 )、 9/10(日 )

*初級では必要な相談の基礎知識およびMOPの基本のセソションに
ついて学びます。

MOP中級トレーナー養成研修 H/18(土 )、 H/19(日 )

*中級では子どもの問題行動の相談へのMOPの応用について学びま丸

MOPスキルアップ研修会 10/21(土 )、 10/22(日 )

*発達特性を持って子どもに対するMOPの応用について学びます。

MOPと盤続研修会 令和5年7月 より月一回開催
*初級トレーナーおよび中級トレーナー、あるいは以前にオーダーメイド・
ペアレンティングの研修会に参加した方が受講できる研修会です。

詳細は金沢ペアレンテイング研究会 http:〃kanapareken,wp.xdomainjp/でご確認ください。



児童養護施設の子どもたちへの学習ボランティア 争 ヰ辛|や I卜 1辱 ,4!

昨年 10月から聖霊愛児園で、小学1年生 (3人)の学習ボラン

ティアを再開しました。この4月からは新 1年生 (4人 )も 参加して

いま丸 それぞれ個性的な子どもたちで、同時に7人の勉強をみ

ることは難しいです力J、 宿題を中心にこのポランティアを続けて

います。中学3年生は継続的に、また高校生2人は定期試験前

に指導していま丸

6月からは小学生の英語教室をアメリカ人ALTのサポートを

受けて始めました。継続的に質の高いレッスンを提供したいと

思います。

子どもたちの夢を叶えるドリカムプロジェクトも今年度から再

開する予定で丸 また子どもたちの弾けるような笑顔を見ること

ができますように。

1_
少年院でのセミナー

ここ数年、少年院 (湖南学院様)で「親教育」と「コミュニケー

ション」のセミナーをさせていただいておりま現 少年院と聞くと

特別な感情を抱かれる方もいらっしゃるかもしれませんが、

至って普通の少年たちで、毎回とても素直に私たちの話に耳を

傾けてくれま丸 3/2(本)に は、金沢学院大学の公認心理師で

ある前川教授と一緒に「大切な人とつながるための自分の気持

ちの伝え方」をテーマに、ワークショップを取り入れたセミナー

を実施しました。また、6/14(水 )「親教育」のセミナーでは、は

く
゛
はく

゛
スタッフの助産師と、「将来パパになったときに知ってほ

・Vol.20会報発行 (1月 )

・はぐはぐ定例会 (1月 ～6月 まで計3回 )

・金沢市見守り支援について内閣府ヒアリング (1/13)
。金沢市家庭教育ハンドプック制作会議 (1/23)
。金沢市拠点型子ども宅食モデル事業への参加 (2/26)

・金沢市子どもを育む行動推進委員会(2/28)

・子育て支援財団主催 子育てフォーラムパネラー参加 (3/5)

しい7つのルール」と題して、女性の妊娠から出産、育児、そして

ママとのコミュニケーションについて学んでいただきました。い

つの日かパパになったときにイメージん゙持てるように実技もして

もらい、照れながらも妊婦エプロンを着けて実際の妊婦さんの

お腹の重さを体験したり、赤ちやんの人形を抱つこする様子が

見られました。院生からは、「自分たちが生まれたことは奇跡な

んだと思った」「新しい命やパートナーを大切にしていきたい」

などの感想がありました。

。金沢市子ども政策審議会 出席 (6/9)
。フードバンク、食品調達、野菜の買い付け等 (通年)

・聖霊病院 評議委員会 出席

③通常総会のご報告

はぐはぐ令和5年度通常総会を5月 20日 (土)金沢市富樫教育プ

ラザで開催いたしました。令和4年度の事業報告、令和5年度事

業計画などをご審議いただき承認いただきましたことをここ

にご報告させていただきます。今年度役員変更は、理事佐々木

しのぶが退任 し、従二京子が新たに理事に就任いたしました。

,金沢子ども見守リネットワーク会議 出席 (3/9)

・はぐはぐ理事会 (3/13、 5/20)

・金沢市女性センター主催「育休セミナー」講演(6/7)

つ
ヽ

|ユ/

と,
― は ぐは ぐ活 動 ス ケ ジ ュー ル 倫 不85年 6月～令和5年 12月 まて。)≡

●はぐはぐ子育てサロン(は ぐカフェ,子育て塾)毎月第1水曜日
。愛児園学習ボランティア(毎週火R誕 日)

はぐはぐは、ポランティアで成り立っている団体で或 主な活

動は皆様の寄付及び会費でまかなっておりま丸

今年度からは、はぐはぐの家(ラ ンプアコティ)の運営や困窮

家庭への食料支援などがありますので、皆様のご支援がありま

すと本当に助かりま或

はぐはぐの活動の趣旨にご賛同いただけるサポーター会員を

募集していま魂 また随時ご寄付やお米、お菓子など食揺の支

援も受け承っておりますと温かいご支援を何卒よろしくお願い

いたします。

E会員の特典]0会報の発行 ●はぐはぐ各種事業の参画

[年 会 費 ]●サポーター会員 (個人)・
中中中1日 3,000円

●サポーター会員(法人、団体)・
,1回 10,000円

【サポーター会員会費・寄付振込先】

郵便局 口座番号 00790‐ 9‐76858
NPO法人 子育て支援はぐはぐそのままでいいよ
半恐れ入りますが、お手数料は本人のご負担でお願い致します。

支援金は、親支援 .子 どもたちへの直接的な支援費用や会の運営費用等に

充当させていただきます。

■お問合わせ TEL070‐ 6559‐9557(はぐはぐ事務局)

Vol。21
R4.1月―R5,6月

令イl15年柁023F)度 容イヽ1及びサボーター会員募集のお夕0らせ

場所日程 活 動 内 容

ランプフコティ
(はぐはぐの家)

X8/2いしかわ子ども
交流センター

7/5、 3/2X

10/4、 11/1

ママの居場所 はぐカフェ

◇参加費200円 (お菜子飲物付) ■金沢市委託事業

9月 6日 (水)

10130～ 12,00

第62回子育て塾「パパママのための防災教室」

講師:防災士協会 ◇参加無料   ・金沢市委託事業

いしかわ子ども
交流センター

ランプアコティ

(はぐはぐの家)

毎月【第2、第4】

木曜日
子育て相談

ランプフコティ

(は ぐはぐの家)

毎月【第2、第4】

金曜日

因窮家庭(子育て世帯)への宅食支援 (訪間、フードドライプ)

そのままこども食堂・学習支援
■金沢市子ども見守り支援助成事業

3/5オンライン

11/18県立図書館

8月 5日 (上 )

11月 18日 (上 )

9:30～ 11:30

「パパぢからアップセミナー」

講師:塚脇京子(助産師)月風部英明(社労士)

水島栄美子(コ ーディネータ)  ‖石ナ|1県委託事業

いしかわクルーズ
ターミナリレ

11/26(日 )第 1回

12/10(日 )第2回

育休からの職場復帰・再就職支援セミナー(パパママ対象〉

講師:水島栄美子         キ石ナ|1県委託事業

10/29(日 ) 正会員向けはぐはく晰研修会

*いずれも詳しくは事務局 (070‐6559‐9557)までお問い合わせください。 静特等 Email:info@hagu‐ hagu.∞m


